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Experience with pembrolizumab for R/M oral cancer in our
department

〇On Hasegawa1, Michihide Kono1, Yuki Kanno1, Takafumi Satomi1,2, Daichi Chikazu1 (1.Department of
Oral and Maxillofacial Surgery, Tokyo Medical University, Tokyo, Japan, 2.Department of Oral and
Maxillofacial Surgery, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Tokyo, Tokyo, Japan)
 
 
ポスターを表示 
 
【緒言】再発又は遠隔転移を有する頭頸部がんにおいて、国際共同第Ⅲ相試験（ KEYNOTE-048）の結果を受け
て、抗 PD-1抗体であるペムブロリズマブの使用が承認された。使用にあたっては、プラチナ感受性、 CPS発現を
確認した上で、症状、再発・転移部位、病勢や患者希望などを考慮し、関連各科と協議の上で治療選択を行って
いる。【対象】2019年12月から2020年10月までに、再発または遠隔転移を伴う進行口腔がんにペムブロリズマ
ブを投与した3例を対象とした。【結果】年齢は70-89歳、男性2例、女性1例で原発部位は上顎歯肉がん2例、口
底がん1例であった。 CPSの発現率は、上顎歯肉がん症例が2例ともに20以上で、口底がんの1例は1-20であった
が、臨床的背景を考慮していずれもペムブロリズマブ単剤での治療が選択された。初回効果判定はいずれも PRで
あった。副作用に関しては1例で免疫関連有害事象と思われる皮膚障害（ Grade2）を認めているが、皮膚科併診
の上、 PSLを投与しながら慎重に継続投与している【結語】1例で免疫関連有害事象を認めているが、専門診療科
と連携を図ることで重篤化を回避しつつ、治療を継続することが可能であった。再発・転移口腔がんに対して
は、臨床的な特徴や腫瘍の特性を考慮したうえで、ペムブロリズマブを基軸とした治療は有用な選択肢であると
考えられた。
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